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生 巧

坂
田

十

在校生 (4月 1日 現在)

1年生  407名
2年生  396名
3年生  453名
計  1,256名

同窓生

14,335名
靴 … … … … “ … … … … … … … … 藤

〇 講演会開催 ノ
日時  平成 18年 8月 13日 (日 )16時 00分 (15時 30分開場)

場所  神宮会館 (講堂 )

同窓会では会員、市民の方々に記念講演を開催させていただきま

す。ぜひこの機会に足を運んでいただき、同窓会に御意見をいただ

ければと思います。

同窓生の皆様、お待ち申し上げます。

※総会後、懇親会を予定させていただいています。

※御出席の際は同封の案内状にて返信お願い致します。

「発
展
す
る
我
が
母
枝
」

皇
學
館
高
等
学
校

同
窓
会
　
△
ム
長

（第
１
期

今
年
も
、
四
〇
〇
名
と
い
う
多
く
の
卒

業
生
を
同
窓
会
の
新
会
員
と
し
て
受
け
入

れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
で
我
が
同
窓
会
も
総
勢

一
四
、
五

〇
０
名
と
い
う
大
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
嬉
し
い
こ
と
に
は
、
少
子
化
傾
向

の
昨
今
、
我
が
母
校
だ
け
は
志
願
者
が
多

く
、
入
学
者
数
も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
学
に
お
い
て
は

教
室
が
足
り
な
い
と
い
う
悩
み
に
直
面
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
学
法
人

や
中
学
、
高
校
の
後
援
会
の
ご
理
解
と
絶

大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
、
武
道
場
と
中
学

特
別
教
室
が
ま
も
な
く
竣
工
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
も
、

大
き
く
発
展
す
る
母
校
を
是
非
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
同
窓
会
本
部
が
取
り
組
ん
で
い

る
大
き
な
事
業
の

一
つ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
最
新

情
報
を
、
会
員
な
ら
誰
で
も
即
、
人
手
で

き
る
よ
う
に
、
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
や
ク
ラ
ス
会

の
案
内
に
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
運
営

の
為
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
広
告
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
の
で
自
営
業
の
方
や

勤
務
先
の
企
業
の
広
告
と
し
て
掲
載
を
宜

し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
総
会
は
例
年
と
は
少

し
時
期
を
ず
ら
し
ま
し
て
、
帰
省
等
で
皆

さ
ん
が
集
ま
り
や
す
い
お
盆
の
中
の

一
日

を
当
て
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
全
同
窓
会
員
対
象
の
総
会
、
懇

親
会
は
三
年
に

一
度
の
実
施
で
し
た
が
、

今
後
は
毎
年
、
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会

の
内
容
で
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
更

に
は
、
こ
の

二
月
卒
業
さ
れ
て
、
新
た
に

同
窓
会
員
と
な
ら
れ
た
４．
期
生
の
皆
さ
ん

を
ご
招
待
と
い
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
新
聞
紙
上
で
は
、
今
ま
で
は
想

像
も
出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
凶
悪
な
事
件

が
発
生
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は

一
部
、
教
育
の
荒
廃
に
起
因
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ま
こ

そ
、
原
点
に
戻
り
、
家
庭
教
育
、
学
校
教

育
の
場
に
お
い
て
、
真
の
日
本
人
を
育
て

る
教
育
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
卒

業
生
が
出
来
る
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
の
家

庭
で
子
供
や
孫
に
躾
や
道
徳
、
文
化
を
教

え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
そ
れ
を
少
し
づ

つ
周
り
に
拡
げ
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
皇
學
館
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
次
代
の

日
本
を
背
負
う
人
間
の
教
育
に
生
か
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
同
窓
生
の

皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま

す
。
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今後会報だけでなく、ホーム

ページを通 じて同窓会会員と

の連絡やコミュニケーシ∃ン

をよリー層深めていきたいと

考えています。

ホームページヘのこ来訪、こ

参加をお待ち申し上げます。

http:〃 www ko目 akkan org/

※只今、ホームページヘの、

各種協賛 広告を募集中で

す。奮つてこ参加をお願い致

します。

鰤町ず鵡%♂数ゝ
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皇 高 同 窓 会 報 (2)第26号

平成 18年8月 13日 (日 曜日)

神宮会館 大講堂

15:30
16:00～ 18:00
皇高同窓生・一般市民 (オ ープン参加 無料)

の●T衆詢
神宮司庁広報室広報課長 河合真如氏

座談会 神宮司庁広報室広報課長 河合真如氏

若い衆プロジェクト   森本かおり氏 他調整中

同窓会会長 坂田巧

平成18年7月 1日

た当

麟鵬馴鵬腱厳”

蠣

　

　

　

　

喝

二
十
年
に

一
度
の

一
人
挙
機

日時 平成 18年8月 13日 (日 曜日)

場所 神宮会館 4Fラウンブ

開場  18:00

開会  18: 15～ 20:30

だ
〆
ノ
〆
〆
〆
乙

皇
高
同
窓
会
の
発
展
充
実
を
願
う

皇
學
館
高
等
学
校
　
校
長
　
中
村
正
昭

先
日
突
如
、
か
な
り
年
輩
の
卒
業
生
の
方
が
来
訪
さ
れ
、
「本
校
が
古
き

良
き
伝
統
を
継
承
さ
れ
、
今
日
、
こ
こ
ま
で
発
展
充
実
し
躍
進
し
て
い
る
。

そ
の
姿
に
何
に
も
代
え
が
た
い
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。」
ま
た
、
本
学
の
建

学
の
精
神

『総
裁
神
宮
祭
主
賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下
令
旨
』
と
、
自
分
達
も

学
ん
だ

『教
育
勅
語
』
に
も
触
れ
、
「ま
さ
に
本
校
の
誇
る
べ
き
特
色
で
あ

り
、
卒
業
時
に
、
こ
れ
ら
に
因
ん
だ
記
念
品
を
作

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。」

と
の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り
際
、
「本
校
の
た
め
に
力
に
な
り
た

い
。」
と
本
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
同
じ
思
い
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
思

う
と
、
力
強
い
支
え
を
感
じ
る
と
共
に
、
大
き
な
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

本
校
教
育
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
同
窓
会
と
の
密
接
な
連
携
の
必
要
性
を

痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
校
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
学
力
面
に

お
い
て
は
、
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
実
績
の
伸
び
は
満
足
の
い
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
学
に
対
す
る
自
己
実
現
率
と
し
て
は
高
い
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
面
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
意
欲
が
伝
わ

っ
て
く
る
ほ
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
お
り
、
既
に
バ
レ
ー
部
男
子
、
新
体

操
部
、
柔
道
部
個
人
で
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
お

り
ま
す
。
あ
と

一
歩
で
優
勝
を
逃
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
男
子
、
剣
道
部
男

子
、
柔
道
部
団
体
、
弓
道
部
男
子
等
も
大
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
陸
上
部
、
野
球
部
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
文

武
両
道
の
良
き
伝
統
の
賜
で
あ
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
、
生
徒
と
教
職
員
が

一
九
と
な

っ
て
努
力
し

張
っ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
る
平
成
２５
年
は
、
本
校
創
立
５０
周

年
に
当
た
る
年
と
な
り
ま
す
。
本
校
歴
史
の
節
日
で
あ
り
、
周
年
記
念
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
か

ら
既
に
前
年
度
末
に
２
回

「周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会
」
設
立
準
備
会

を
開
催
し
、
同
委
員
会
の
設
置
を
決
め
て
頂
い
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い

喜
び
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
同
委
員
会
の
活
動
が
、
同
窓
会
活
動

・
組
織
の
充
実
発
展
と
結

束
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 ゞ 対象 同窓生・皇高関係者 (参加費 2,000円 )

 ゝ ◎当日、参加して、グアム旅行 (ペア}をグットしょう!!

'ブの先輩後輩と、懐かしい思い出話で過ごしてみ

は、同封の返信はがきに記入をして<ださい。

当日のご臨席を頂<ように致します。)
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(3)第 26号 皇 高 同 窓 会 報 平成18年7月 1日

館高等学餃同意曇 第2国会長杯 開催予定
親睦ゴルフコンペを秋ごろ開催いたします。奮ってご参加<ださい。

:クラブ

'舌

動近況報告 : お
デ
■
一

墳
汁
|ニ

■

インターハイ出場に向けて

皇學館高校 2年 中谷美加

私達が毎日の練習で、目標においていたインターハイに行けた事を本当に嬉し<目います。県総体前の

春季大会では 2位という結果で、このままではインターハイには行けないという焦りがありました。焦れ

ば焦るほど、私たちの演技は落ちていきました。春季でも、「いつも通りやればできる。」というのに、本

番の緊張と焦りがありいつも通りの演技ができませんでした。県総体までの約 1カ 用半。「焦らず自分達

の新体操を」ということをノb掛けました。そして、同時に気持ちも高めていきました。だけど、出来ない

自分達に腹が立ち、何度も壁にごつかり泣いた事もた<さ んありました。そういつた0寺、支えて<れたの

は先生、マネージャーでした。先生が私たちに言って<れた事は、「一人じゃない。隣を見れば必ず仲間

がいる。前を見れば先生やマネージャーがいる。仲間と―緒にがんばろう。信じてるよ。」と私たちに言

って<れました。それからの練習は、チーム全員の気持ちが高まり自信もついていきました。県総体で|ま

堂々と演技ができ、今まで練習してきた結果を出し切つたと思います。ミスはしてしまったけど、みんな

笑顔で楽し<踊れたと思います。ミスをしてしまい、インターハイに行けるか不安だったけど、結果発表

で私たちが 1位と言われ、とても嬉しい思いでいっぱいでした。これから、インターハイに向けて悔いの

ない練習をして、一生懸命がんばりたいと思います。

銃剣道の知名度は低いが、国体の正式種目の

ひとつで、皇高銃剣道部も東海地区で優勝して、

過去四回、国体 |こ 出場し、静岡国体では全国 6

位に入賞した。また、日本武道館の全国大会で

も団体 5位二回、個人 3位二回、 5位三回など

の実績もある。部員数は少ないが、われわれ現

役部員も先輩たちに負けないよう、昨年の岡山

国体につづいて、本年も兵庫国体出場をめざし、

練習に励んでいる。

毎日平賀先生の指導のもと一生懸命練習して

います。私たちクラブは先輩後輩みんな仲良<
明るい元気なクラブです。

私たちの今年の目標 |ま去年、惜し<も果たせ

なかつた県大会でベスト8に入る事です。その

目標に向かつて厳しい練習もみんなで頑張って

います。自分達がバレーをできるのもた<さ ん

の人達の支えがあってのことなので感謝の気持

ちを忘れず日々の練習にはげんでいきます。

私たちは、吹奏楽38です。

今年から、吹奏楽専門の前川先生に来ていた

だき、練習風景もがらりと変わり、みな一人ひ

とりが一つの音楽を作るために、日々練習に励

んでいます。

この夏はコンクールに初めて出場します。な

ので、私たちは―つの作品を倉」るという目標を

目指して、皇學館サウンド、私たちの奏でるハ

ーモニーを倉」り上げる努力をしています。いろ

いろな方々のご指導の下、私たちの音は少しず

つ目標に近づいています。そして本番では、私

たちらしい音を奏でたいと考えています。

これからも温かいご支援、どうぞよろし<お
ねがいいたします。

私達中国語会話部は、毎週水曜日の放課後中

学校多目的教室で活動しています。昨年度から

部に昇格し、今年は皇學館大学大学院生邸瑠先

生を講師に招き、本場の発音を聞きながら充実

した内容で勉強しています。主に日常会話を中

心として学習していますが、二年に一度行われ

る二重県中国語スピーチコンテストに参力0し、

三度も奨励賞に輝きました。
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平成18年7月 1日 皇 高 同 窓 会 報 (4)第26号

り1路公立大

高崎経済大

首都大学東京

都留文科大

静岡県立大

名古屋市立大

愛知県立大

愛知県立芸術大

二重県立看護大

大阪府立大

大阪府立看護大

兵庫県立大

尾道大

城西大

国際武道大

帝京平成大

青山学院大

桜美林大

北里大

北海道大

静岡大

名古屋大

名古屋工業大

上越教育大

富山大

二重大

滋賀大

京都大

大阪大

大阪外国語大

和歌山大

神戸大

岡山大

広島大

山口大

島根大

香川大

愛媛大

防衛大学校

気象大学校

共立女子大

慶應義塾大

國學院大

駒澤大

白百合女子大

実践女子大

上智大

聖心女子大

清泉女子大

東京女子体育大

専修大

コ |1大

帝京大

東海大

東京女子大

東京電機大

中央大

東京農業大

東京理科大

東洋大

日本大

日本女子大

日本体育大

法政大

武蔵工業大

明治大

明治学院大

立教大

早稲田大

神奈川大

金沢工業大

北陸大

愛知大

愛知学院大

中京大

中部大

名古屋商科大

名古屋外国語大

名古屋学院大

名古屋経済大

名古屋芸術大

南山大

藤田保健衛生大

日本福祉大

日赤豊田看護大

名城大

皇學館大

三重中京大

四日市大

豊田工業大

鈴鹿医療科学大

鈴兜国際大

長浜バイオ大

京都外国語大

京都産業大

京都女子大

京都薬科大

同志社大

同志社女子大

佛教大

立命館大

龍谷大

大阪学院大

大阪工業大

大阪国際大

大阪体育大

大阪商業大

大阪薬科大

関西外国語大

近畿大

関西大

関西福祉科学大

関西学院大

武国 |1女子大

甲南女子大

神戸学院大

摂南大

甲南大

天理大

岡山理科大

福山大

福岡大

立命館アジア太平洋大

(そ の他多数)

( )内 は開催 日 年度幹事等にお問い合わせ下さい。告期開催予定

09032577674(坂 日 )1期生  (8/13)

0596-36-5220  (西 オ寸)10期生 (8/13)

090-1471-8596 (山 本 )13期 生 (8/13)

090-3309-4902 (木 本 )14期生 (8/13)

090-3309-4782(山 本 )15期生 (8/13)

090-2770-4204   (森 )19期生 (8/13)

090-2262-0779 (中 本寸)24期生 (8/13)

轟明弘 樋口祐子 掛橋良平 北村真希 田畑裕也 柑子木香 安田拓生

川口佳代 小川修平 中村詩乃 中西俊博 長谷川智菜 東川健太

中東麻有 森井隆亮 池田早矢香 竹中学 松島甲奈 森田高明 浅原有里

41劇]」三(8/13)

同窓会の開催を支援しますノ
同窓会本部では、よりたくさんの年度会等を開催 していただくため、支援金制

度を設けています。支援金のお渡 しに際 しましては、当日の名簿・集合写真等の

提出をお願いしております。開催の予定がございましたら、事前に本部 (学校事

務局)ま でご相談 ください。 IE鶏各夕L燿,0596(22)0205

支部会の開催   50,000円
クラス会の開催  10,000円

年度会の開催 30,000円

平成17年度(平成18年3月 卒業)卒業生進路状況

進   路 男  子 女  子 合 計

四年制 大学 1∞ 獅

短 期 大 学 3 ν

専 門 学 校

就 職 4

進 学 準 備 7

合  計 205

く事務室からお願い〉
卒業証明書・成績証明書・調査書等が必

要な場合 は事前 に電話連絡 をお願 い しま

す。突然、来校 されても、卒業証明書 を除

く他の書類については、翌 日以降の発行に

なります。即 日発行はできませんので、そ

の点ご注意 ください。

受付時間 月～金 紬 18:30～ PM 4:00
L      /JⅣ18:30-/J� 112 : 00

陽祓 濶

1聰

|

皇學館高等学校事務局 TEL0596-22-0205

不審電話について
昨今、名簿発行を理由に学校

の名前を使用し、住所等の問い

合わせに関した失礼な電話が相

次いでいるとの苦情をお寄せい

ただくことが多いのですが、学

校におきましては、電話を通 じ

てお問い合わせをおこなうこと

はありませんので、ご承知くだ

さい。不審な電話等には、くれ

く
゛
れもご注意ください。

平成17年5月 から平成18年5月 分

次の皆様よりご寄付をいただきまし

た。誠にありがとうございました。

誌上にご芳名を掲載させていただく

ことで礼状に替えさせていただきます。

今後とも、同窓会活動に対し、深いご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。

1期 坂田  巧

2期 坂  英二

3期 古布  明

4期 芝  博一

″  中オ寸 禾日日召

7期 前田 憲男

10期 十 期 会

″ 山中  理

13期 泉波希久子

14期 上村加奈子

15期 石井 文香 (奥 ノ坊)

18期 加藤由美子 (松 田)

29期 藤澤 洋幸

33期 中川 絵美

35期 西村 春樹

36期 中川 佳冶

中井 恵一

H6年卒 濱口 満英

H9年卒 岡崎 晋平

H10年 卒 森  星子

H12年 卒 橋本 浩一

H13年 卒 森  陽子

H16年卒 小林  慎

″  森  庄平

H17年 卒 西山  徹


